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○
合
併
後
の
旧
市
町
間
の
溝
は
ど

の
く
ら
い
埋
ま
っ
た
と
考
え
る

か
。

質
問
　
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
は
水

海
道
の
み
。
粗
大
ご
み
に
つ
い

て
は
水
海
道
地
区
は
無
料
で
回

収
、
石
下
地
区
は
個
人
で
運
び

料
金
も
自
費
で
支
払
い
。
給
食

セ
ン
タ
ー
の
件
で
は
、
事
前
に

十
分
な
説
明
が
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
子
供
一
人
当
た
り
の

食
単
価
も
格
差
が
あ
る
。
合
併

し
た
の
だ
か
ら
同
じ
も
の
を
出

す
べ
き
と
考
え
る
。
他
、
格
差

と
思
わ
れ
る
も
の
は
何
点
く
ら

い
あ
る
か
示
せ
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）
粗
大
ご

み
に
つ
い
て
は
水
海
道
地
区
は

電
話
申
込
み
に
よ
り
月
７
点
ま

で
無
料
収
集
。
石
下
地
区
で
は

持
込
み
及
び
支
払
い
も
個
人
、

あ
る
い
は
自
費
に
よ
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
と
な
る
。

そ
の
他
の
一
般
ご
み
は
水
海
道

地
区
で
は
１
枚
10
円
の
袋
を
自

費
購
入
。
石
下
地
区
は
年
間
１

０
０
枚
の
可
燃
袋
・
20
枚
の
不

燃
用
袋
を
各
家
庭
に
配
布
し
て

い
る
。
金
額
換
算
す
る
と
年
間

６
、
０
０
０
円
と
な
る
。
一
方
、

常
総
広
域
事
務
組
合
で
は
平
成

24
年
度
か
ら
の
粗
大
ご
み
有
料

化
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
ご
み
収
集
方
法
の
一

元
化
及
び
減
量
化
に
よ
る
エ
コ

社
会
推
進
の
た
め
広
域
の
一
元

化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
早

期
実
現
に
努
め
た
い
。
住
基
カ

ー
ド
発
行
に
つ
い
て
は
旧
石
下

町
で
は
外
部
委
託
で
、
旧
水
海

道
市
で
は
窓
口
で
作
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
ま

た
、
そ
の
所
持
率
は
一
％
強
と

低
い
た
め
水
海
道
庁
舎
の
み
で

お
願
い
し
て
い
る
。

（
再
質
問
）　
給
食
の
件
は
ど
う
か
。

ま
た
、
懸
案
事
項
は
所
管

す
る
委
員
会
に
通
し
、
そ

の
後
全
員
協
議
会
に
通
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
い
か

が
。

（
再
答
弁
）（
教
育
部
長
）
常

総
・
下
妻
学
校
給
食
組
合

の
件
は
、
平
成
22
年
６
月

議
会
に
お
い
て
一
部
事
務

組
合
一
元
化
の
方
針
と
し

て
解
散
、
豊
岡
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
一
体
的
運

営
と
の
こ
と
で
議
員
皆
様

の
了
承
を
得
て
い
る
。
６

月
議
会
に
提
案
し
、
説
明
申
し

上
げ
議
決
を
い
た
だ
く
案
件
で

あ
る
。
ま
た
、
給
食
費
に
つ
い

て
は
若
干
の
差
異
が
あ
る
た
め
、

一
元
化
後
協
議
し
解
消
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
窓
口
事
務
の
違
い
、
格
差
に
つ

い
て
は
二
つ
あ
る
。
外
国
人
登

録
と
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
で
あ
る
。

外
国
人
登
録
は
登
録
原
票
方
式

に
よ
り
原
本
で
修
正
を
す
る
た

め
、
保
管
し
て
い
る
水
海
道
庁

舎
の
み
と
な
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
は
有
効
期
間
が
長
く

取
得
手
続
き
の
頻
度
が
高
く
な

く
、
水
海
道
庁
舎
の
み
で
と
判

断
し
た
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
入
札
の
件
に
つ
い
て

○
つ
く
ば
下
総
広
域
農
道
及
び
土

浦
坂
東
線
に
つ
い
て

質
問
　
つ
く
ば
下
総
広
域
農
道
の

古
間
木
か
ら
国
道
２
９
４
号
ま

で
が
竣
工
す
る
。
ま
た
、
土
浦

坂
東
線
の
三
妻
橋
か
ら
国
道
２

９
４
号
線
ま
で
も
近
年
開
通
の

予
定
で
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
両
線
と
も
国
道
２
９
４

号
線
で
Ｔ
字
路
に
な
る
。
そ
の

部
分
の
４
車
線
化
が
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
ど
の
程

度
の
交
通
量
あ
る
い
は
渋
滞
を

予
想
し
て
い
る
か
示
せ
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）
つ
く
ば

下
総
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
今

月
末
に
供
用
開
始
の
予
定
で
あ

る
。
県
道
土
浦
坂
東
線
に
つ
い

て
は
常
総
工
事
事
務
所
に
よ
る

と
、
平
成
24
年
中
の
開
通
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

開
通
後
の
国
道
２
９
４
号
線
の

渋
滞
予
想
で
あ
る
が
、
広
域
農

道
と
の
交
差
点
付
近
は
４
車
線

化
さ
れ
て
い
な
い
が
右
折
車
線

は
両
方
に
あ
り
大
き
な
渋
滞
は

発
生
し
な
い
と
考
え
る
。
土
浦

坂
東
線
と
の
交
差
点
付
近
は
４

車
線
化
が
完
了
し
右
折
車
線
も

あ
る
た
め
、
同
じ
く
大
き
な
渋

滞
は
発
生
し
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
国
道
２
９
４
号
線
の
全

線
４
車
線
化
は
進
捗
中
で
あ
る

が
、
早
期
完
成
に
向
け
引
き
続

き
県
へ
の
要
望
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
。

（
再
質
問
）　
広
域
農
道
に
つ
い
て

は
つ
く
ば
市
側
の
途
中
ま
で
で

き
て
い
る
。
小
貝
川
に
橋
を
架

け
て
供
用
開
始
し
な
い
の
か
。

ま
っ
す
ぐ
つ
な
げ
ば
な
お
、
渋

滞
は
防
げ
る
の
に
ど
う
し
て
、

こ
の
部
分
の
み
よ
け
て
い
る
の

か
。
見
解
を
示
せ
。

（
再
答
弁
）（
都
市
建
設
部
長
）
広

域
農
道
に
つ
い
て
は
都
市
建
設

部
の
所
管
で
は
な
く
、
あ
く
ま

合
併
後
を
考
え
る

茂
田
　
信
三 

議
員

国
道
２
９
４
号
線
の
渋
滞
を
考
え
る

篠
　
　
孝
之 

議
員

（
再
答
弁
）（
保
健
福
祉
部
長
）

①
介
護
保
険
法
に
よ
り
運
営
さ
れ

市
単
独
で
の
変
更
は
で
き
な
い

が
、
国
を
挙
げ
て
の
議
論
が
必

要
と
考
え
る
。
⑤
予
約
型
乗
合

交
通
は
23
年
度
ま
で
試
行
期
間

で
あ
り
、
本
格
実
施
に
つ
い
て

は
所
管
課
に
て
十
分
検
討
さ
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
再
々
質
問
）　
あ
っ
た
か
常
総
を

標
榜
す
る
市
と
し
て
、
お
年
寄

り
に
対
し
も
っ
と
あ
っ
た
か
い

目
線
で
の
施
策
を
望
む
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
に
つ
い
て

○
水
道
関
係
各
種
施
策
に
つ
い
て

質
問
　
①
水
道
料
金
の
値
下
げ
と

加
入
率
ア
ッ
プ
作
戦
の
成
果
と

今
後
の
施
策
を
尋
ね
る
。

②
契
約
水
量
、
責
任
引
き
取
り
量

と
い
う
概
念
と
見
直
し
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
加
入
金
と
工
事
費
の
一
体
化
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

①
料
金
値
下
げ
に
つ
い
て
は
多
額

の
欠
損
金
が
あ
る
財
政
状
況
か

ら
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。
加
入
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
お

け
る
料
金
の
特
別
措
置
に
関
す

る
要
綱
を
活
用
し
、
新
規
加
入

者
に
対
し
月
額
１
、
８
０
０
円

の
基
本
料
金
１
年
間
免
除
の
支

援
制
度
を
開
始
し
、
広
報
誌
等

に
よ
り
加
入
を
推
進
し
た
。
結

果
、
22
年
６
月
か
ら
の
８
ヶ
月

間
で
１
８
３
件
の
加
入
実
績
が

あ
り
前
年
同
期
比
32
・
６
％
の

増
と
な
っ
た
。
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
責
任
引
き
取
り
量
に
つ
い
て
は
、

昭
和
54
年
に
茨
城
県
と
当
時
の

21
市
町
村
で
協
定
を
取
り
交
わ

し
、
水
道
用
水
の
需
給
に
関
す

る
契
約
の
中
で
１
日
最
大
供
給

量
は
責
任
を
持
っ
て
引
き
取
る

も
の
と
す
る
契
約
を
交
わ
し
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
契
約
水
量

は
、
日
量
１
万
１
、
１
０
０
　

あ
る
。
常
総
市
で
は
本
年
１
月

で
平
均
受
水
量
が
87
％
、
使
用

量
の
多
い
昨
年
８
月
は
94
％
の

１
万
４
３
０
　
で
あ
っ
た
。
将

来
、
地
下
水
採
取
制
限
や
緊
急

時
対
応
・
利
用
者
の
増
加
に
よ

り
需
要
量
が
増
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
現
在
の
契
約
水
量
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

③
現
在
、
普
及
率
が
伸
び
な
い
水

海
道
地
区
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が

加
入
金
を
完
納
し
、
取
水
栓
ま

で
の
工
事
が
実
施
済
み
。
ま
た
、

新
規
加
入
の
場
合
は
道
路
状
況

や
給
水
管
の
口
径
の
違
い
に
よ

り
取
り
出
し
工
事
費
が
個
人
ご

と
に
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
加
入
金
と
工
事
費
の

一
体
化
に
つ
い
て
は
難
し
い
と

考
え
る
。

（
再
質
問
）

　
県
と
の
協
定
に
よ
る
責
任
引
き

取
り
量
は
、
使
っ
た
分
だ
け
を

払
う
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
し

か
も
１
０
０
％
は
使
っ
て
い
な

い
。
将
来
伸
び
れ
ば
と
い
う
こ

と
の
よ
う
だ
が
。
そ
の
た
め
に

地
下
水
は
規
制
さ
れ
使
わ
な
い

方
向
に
行
く
。
し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
の
財
産
権
で
あ
る
地
下
水

を
規
制
し
て
県
水
を
引
き
受
け

る
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
問
題

が
あ
る
。
も
っ
と
柔
軟
に
県
と

交
渉
を
し
て
は
ど
う
か
。

（
再
答
弁
）（
市
長
）

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
加
入
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

持
論
を
よ
く
踏
ま
え
て
研
究
、

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○
地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

○
国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
つ

い
て

○
耕
作
条
件
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

質
問

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
検
討
さ
れ

る
な
か
、
「
当
市
の
農
業
」
を

ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

②
耕
作
条
件
整
備
の
た
め
土
地
改

良
を
積
極
推
進
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
財
源
問
題
も
含
め
ど

う
考
え
る
か
。

③
地
籍
調
査
推
進
が
農
地
集
積
に

役
立
つ
よ
う
な
協
同
の
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

④
農
地
法
改
正
で
農
業
へ
の
新
規

参
入
が
緩
和
さ
れ
た
が
、
新
た

な
担
い
手
の
確
保
と
い
う
点
で

ど
う
評
価
す
る
か
。

⑤
農
地
所
有
の
面
積
用
件
決
定
に

市
農
業
委
員
会
は
ど
う
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

答
弁
（
産
業
労
働
部
長
）
①
当
市

産
業
の
基
盤
で
あ
り
、
農
地
集

約
・
効
率
化
を
図
り
首
都
圏
の

食
糧
供
給
基
地
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
、
不
参
加
に
か
か
わ

ら
ず
発
展
す
べ
き
重
要
な
産
業

と
考
え
る
。

②
地
域
産
業
の
た
め
、
水
田
に
お

い
て
は
圃
場
整
備
に
よ
り
畑
作

対
応
可
能
な
汎
用
性
を
高
め
る

再
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
近

年
は
設
備
の
老
朽
化
対
策
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
補
助
事
業
を

活
用
し
、
耕
作
条
件
改
善
を
図

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

水
道
問
題
を
考
え
る

堀
越
　
道
男 

議
員

地
域
農
業
の
将
来
展
望
は

秋
田
　
茂 

議
員
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